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内容：死産は世界的に減少しているものの依然としてかなり多い 

出典：Global, regional, and national stillbirths at 20 weeks' gestation or longer in 204 countries 

and territories, 1990-2021: findings from the Global Burden of Disease Study 2021. 
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「すべての新生児のための行動計画（Every Newborn Action Plan：ENAP）」の中で、すべての国

が 2030 年までに年間死産率（annual stillbirth rate：SBR）を出生 1,000 件当たり 12 件以下にする

という絶対目標を、2014年 UNICEF とWHOは表明している。米国・ワシントン大学の研究者らは、

近年の死産の世界的傾向を調査し、その結果を Lancet 誌 2024 年 11 月 16 日号に報告した。 

185の国と地域から 11,412件の資料を取得し、1990年から 2021年までの死産のデータを抽出し

た。2021 年の世界の死産率は、妊娠週数 20 週以上では出生 1,000 件（死産＋生児出生）当たり

23.0 であったのに対し、28 週以上では 16.1 であった。2021 年の高所得国の妊娠週数 20 週以上

での死産率は 1,000 件当たり 4.7 であり、日本は 2.0 と低値だった。2021 年の世界の新生児死亡

率は、生児出生 1,000 件当たり 17.1 であり、これは 219 万人の新生児死亡数に相当する。妊娠週

数 20週以上での世界の推定死産数は、1990年の 508万人から 2021年には 304万人へと 39.8％

減少したが、同時期の世界の新生児死亡数の改善率 45.6％（1990 年の新生児死亡数 403 万人

から減少）には及ばなかった。 
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